
コロナ禍の出口で増えた活動に労力を分散する
と成果が出ません。児童を育てるという教育の目
的から、取組の重点化を図った1学期でした。「自
立の力」・「学び合いの力」の育成及び「全児童の
学校生活への適応」の３つです。
4月は意欲に満ちた新たな環境の中で、5月は

運動会を通して、6・７月は教育事務所等の諸団
体の来校と授業参観(10回程度)を通じて、中期
のスパン毎に児童の育成を図りました。目標達成に向けて努力を促し、できるよ
うになったことを誉めてその自覚化を図ることで、自信を持つ児童が増えてきま
した。将来の予測不能な社会を生きる児童にとり、自ら学ぶ態度づくりは重要で
す。ペアや班学習を通じて、情報を交換し協働で課題解決を図る主体的に学ぶ態
度が育ってきました。環境が変化した4月から、徐々に児童の関係性の安定化と
集団生活に必要な規範意識の行動化が見えてきました。
保護者の皆様には、多くのご心配やご迷惑をおかけしましたが、常に温かく見

守りご支援いただき心より感謝申し上げます。ありがとうございました。学校教
育の目的は、「児童の育成」この一点に尽きます。そのために、学校とご家庭・地
域との連携・協働が不可欠です。今後とも、児童の「自立の力」の育成のために、
ご理解とご協力をお願い致します。

３９日間あまりの長い夏休みに入ります。時間が自由になり、その自由の使い
方は本人に委ねられます。時間を無駄に使うと価値のない夏休みになり、有意義
に使うと自立の力を培う大変価値ある夏休みとなります。
お子様に自立の力を育成するために、次の３点についてご指導をお願いします。
【①自分で時刻を決めて起床、就寝する ②自分で計画して学習する
③自分で役割を決めてお手伝いを行う】

高温多湿で、まるで熱帯化したような日本列島です。暑さは災害
であり、熱中症は、身近で命を脅かす最も警戒すべき病気であると
も言えます。したがって、学校ではＷＢＧＴ（熱中症リスクを表す
指数）を計測すると共に、小まめな給水と帽子の着用等、熱中症予
防の徹底を図っています。家庭においても、熱中症予防の行動を通
して「自分の健康は自分で守る態度づくり」をお願いします。

専門家からコロナ第9波の指摘もあり、天草地域でも感染増加が見られます。
それでも、5類引き下げに伴う「通常の社会生活の維持」という国のスタンスは
継続されます。コロナ対策は、個人に委ねられました。これからは、私たち一人
一人が、極端な感染拡大につながらないような個人レベルでの感染防止の取組が
求められています。

志岐小通信麟泉の風
校訓「かしこく」「やさしく」「たくましく」
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重点化で成果！

警戒「熱中症」と「コロナ」

夏休みは最大のチャンス ～自立の力が育つ～



「頭と五感と心を使い実感できる学習」が、本物の学びで
す。座学により、学ぶ意欲なく義務感で入れた知識はすぐに
忘れます。その知識
を生活に使うことも
できません。体験を
通した学びには、血が １ 火 夏季休業日(～8／28)
通い生活に活用できる ２ 水
本物の力です。 ３ 木

１学期は本物の体験活動が数多くできました。１ ４ 金
年生は、上手に息を吹き込み、「シャボン玉飛ばし」 ５ 土
を思いっきり楽しみました。２年生は、学年レクリ ６ 日
ェーションにおいて保護者の方と共に体を動かすこ ７ 月
とで、親子の絆を深めました。３年生は、富岡城ビ ８ 火
ジターセンター等の見学を通して、町の歴史にふれ、９ 水
苓北町への誇りを深めました。４年生は、支援学校 10 木

との交流を通して心を動かし、共生社会に向けた人 11 金 山の日
権意識を高めました。５年生は、ふるさと探訪教室 12 土
を通して、他校との交流を深めると共に、ふるさと 13 日
の良さに改めて気づくことができました。６年生は、 14 月 学校閉庁
運動会等の様々な学校行事の核として、各行事のね 15 火 学校閉庁
らいを達成すると共に強いリーダーシップを身に付 16 水
けることができました。 17 木
苓北町の「人・物・自然」と関わる豊かな体験活 18 金 稲刈り(5･6年)

動を通して、実感を伴う理解が図られ、社会生活の 19 土
中で活用できる学びが実現できたものと思います。 20 日

21 月
22 火
23 水

プールの授業の日 24 木

は、朝からそわそわす 25 金

る程心待ちにする児童 26 土

が多くいます。校長室 27 日 ＰＴＡ美化作業

まで賑やかな歓声が響 28 月

き実に楽しそうです。 29 火 2学期始業式

各学年部で以下の内 30 水

容を学習します。(低) 31 木
水遊び→もぐる・浮く(中)水泳→けのび・初歩的泳ぎ

(高)水泳→クロール・平泳ぎ。 水泳は、練習量に比例して上達し、それが楽し
さと自信を生み、さらに泳げるようになります。また、全身運動であり体力向上
にも効果絶大です。
一方、水泳は楽しい活動でありますが、水難事故のように水によって安全を脅

かされることもあります。プールでの活動を楽しむと同時に、自分の命を守るた
めにもぜひしっかりとした泳力を身に付けてほしいと思います。

【学校教育目標】

「自分大好き、友だち大好き、志岐小大好きと
笑顔でいえる子どもを育てる」
～ふるさと『志岐』を愛し、地域に積極的に貢献する人材の育成～

【８月の行事予定】

豊かな体験活動 ～ 血の通った本物の学び ～

校長室まで響く歓声「水泳の授業」 ！


